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こ
う
し
た
数
多
く
あ
る
社
会
課
題
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
で
解
決
・
軽
減

す
る
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
島
根
県
益
田
市
で
の
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
は
２
０
１
６
年
。
そ

の
後
、
２
０
１
８
年
10
月
に
「
一
般
社
団
法
人
サ
イ
バ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
創

造
協
議
会
（
以
下
、
Ｍ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
」
が
設
立
さ
れ
て
取
り
組
み
が
本
格
化
し
、
現

在
で
は
全
国
キ
ャ
ン
パ
ス
各
地
で
様
々
な
実
証
実
験
と
啓
発
活
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
（
図
４
）
。
同
時
に
、
開
発
し
た
技
術
が
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
へ
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
水
平
展
開
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
と
人
材
育
成
へ

の
寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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図 1　デジタルスマートシティこそが地球との共生が可能となり新産業創出の仕組み

　
日
本
国
は
、
世
界
に
類
を
見
な
い
課
題
先
進
国
で
す
。
世
界
各
国
に
先
駆

け
て
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
加
速
し
て
お
り
、
そ
れ
を
原
因
と
す
る
高
齢
者

の
医
療
費
・
介
護
費
の
増
大
や
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
、
過
疎
化
、
限
界
集

落
化
な
ど
の
社
会
問
題
が
顕
在
化
し
始
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
地
震
や
地

球
規
模
の
気
象
変
動
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
台
風
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
洪
水
／
浸
水

な
ど
の
自
然
災
害
が
急
増
し
、
防
災
に
対
処
す
る
こ
と
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

ま
た
日
本
は
、
北
か
ら
南
ま
で
国
土
が
長
く
47
都
道
府
県
、
１
，
７
４
２
市
町

村
（
２
０
２
２
年
１
月
１
日
現
在
）
ご
と
に
抱
え
る
課
題
は
異
な
り
、
取
り
組

む
テ
ー
マ
も
変
わ
り
、
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
日
本
政
府
は
「
地
方
に
都
市
の
利
便
性
を
、
都
市
に

地
方
の
豊
か
さ
を
」
を
実
現
さ
せ
た
い
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
全

国
展
開
と
新
産
業
創
出
を
掲
げ
、
光
フ
ァ
イ
バ
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
）
や
５
Ｇ
、
地
方

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
し
な
が
ら
社
会

実
装
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
図
１
、
図
２
、
図
３
）
。

図2  MCSCCのスマシ・インフラアーキテクチャを日本政府が追従する

図3  MCSCCアーキテクチャによるスマートシティサービス実現の仕組みと提供価値の関係性
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数
あ
る
地
方
都
市
の
中
で
、
な
ぜ
筆
者
が
衰
退
す
る

益
田
市
を
選
ん
だ
の
か
、
理
由
を
説
明
し
ま
す
。
益
田

市
は
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
興
味
深
く
四
季
折
々
、

自
然
が
豊
か
な
地
で
す
。
市
内
に
は
、
２
０
２
０
年
４

月
３
日
に
全
国
公
開
さ
れ
た
映
画
の
タ
イ
ト
ル
「
高
津

川
」
と
同
じ
名
前
の
日
本
一
の
清
流
が
流
れ
て
お
り
、

上
流
に
は
環
境
に
配
慮
し
た
環
境
適
応
型
流
水
型
（
穴

あ
き
）
ダ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
わ
れ
た
護
岸
が
少
な
く
、
流
域
の
雨
量
が
し
き
い

値
を
超
え
て
し
ま
う
と
、
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
益
田
市
の
高
齢
率
は
３
７
．
９
％
と
全
国
に
比

べ
て
１
０
．
１
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
平
成
の
３
町
大
合
併

後
も
人
口
は
減
少
し
続
け
、
こ
の
ま
ま
で
は
、「
消
滅
自

治
体
」
に
な
っ
て
し
ま
う
危
機
感
を
首
長
も
住
民
も

持
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
課
題
が
多
く
、
日
本
の
地
方

都
市
の
「
縮
図
」
の
よ
う
な
街
だ
っ
た
の
で
す
（
図
５
）
。

　
そ
こ
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
い
ち
早
く
構
築
し
て
、

具
体
的
な
益
田
市
の
将
来
像
を
示
し
、
新
し
い
街
の
あ

り
方
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
人

口
を
増
や
す
の
は
難
し
い
で
す
が
、
関
係
人
口
は
必
ず

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
日
２
便
で
す
が
羽
田
～

萩
・
石
見
空
港
の
空
路
も
あ
り
、
市
内
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
良
い
で
す
し
、
北
に
は
石
見
銀
山
、
南
に
は
津
和
野

や
萩
と
い
っ
た
全
国
的
に
も
有
名
か
つ
魅
力
的
な
観

光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
益
田
市
に
も
数
多
く
の
室
町
時

代
の
文
化
史
跡
・
遺
跡
が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

当
時
は
観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
に
乏
し
く
、
観
光
客
は
あ
ま

り
訪
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
歴
史
あ
る

山
陰
地
方
に
デ
ジ
タ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
の
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
企
業
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

先
端
開
発
投
資
や
国
内
外
の
視
察
な
ど
で
関
係
人
口

は
増
や
せ
る
と
説
い
た
わ
け
で
す
。
実
際
、
コ
ロ
ナ
前

ま
で
は
関
係
人
口
は
順
調
に
増
え
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

バ
リ
州
政
府
や
中
国
の
地
方
政
府
な
ど
視
察
団
の
予

定
も
あ
り
ま
し
た
。

　
益
田
市
の
事
例
は
、
国
土
交
通
省
が
令
和
元
年
５
月

に
採
択
さ
れ
た
15
件
の
「
先
行
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
１
つ
に
選
ば
れ
、
令
和
元
年
補
正
、
令
和
２
年
と

連
続
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ー
ズ
１
と
し
て
の
島

根
県
益
田
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
と
て
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
（
図
６
、
図
７
）
。

島
根
県
益
田
市
は
日
本
国
課
題
の「
縮
図
」

民
間
主
導
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
社
会
実
装
成
果

と
し
て
の
国
土
交
通
省
先
行
15
モ
デ
ル

中小企業の情報セキュリティ対策

　
Ｍ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
最
大
の
特
徴
は

「
民
間
主
導
で
自
治
体
連
携
で
の
課
題
解
決
型
共
築

ス
キ
ー
ム
」
で
す
（
図
８
）
。
対
照
的
に
、
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
は
、「
自
治
体
主
導
で
民
間
連
携
で

の
課
題
解
決
型
共
創
ス
キ
ー
ム
」
で
す
。
世
界
の
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
開
発
で
は
特
別
目
的
会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ:

Nov. 2022 8

図5　島根県益田市を先に選定した理由（プランB)

図8 2017年益田市向けMCSCCエコシステム(プランB)

図９ ビッグデータの価値とデータアナリシス・AIのストラクチャー

図6　国土交通省先行モデル採択

図7　課題主導型のプロジェクト、技術主導型を超え

Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
　
Ｐ
ｕ
ｒ
ｐ
ｏ
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Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ

ａ
ｎ
ｙ
）
が
運
営
母
体
と
な
り
、
日
本
政
府
の
戦
略
で

は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

輸
出
で
き
て
い
な
い
と
い
う
現
実
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
仮
に
、
１
，
７
４
２
地
方
自
治
体
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
が
実
現
出
来
て
も
、
各
自
治
体
と
企
業
間
の

調
整
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
輸

出
が
困
難
な
の
で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
多
く
は
、
大
都
市
（
ア
ー
バ
ン
）
が
対
象
で
あ

り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
な
取
り
組
み
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
取
り
組
み
が
苦
戦

し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
当
時
益
田
市
は
人
口
が
わ
ず
か

４
万
５
千
人
弱
（
２
０
２
２
年
８
月
末
日
時
点
で
は
４
４
，

５
２
７
人
）
で
、
い
わ
ゆ
る
田
舎
（
ル
ー
ラ
ル
）
で
す
。
し
か

し
、
ル
ー
ラ
ル
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
社
会
課
題
を
抽

出
し
や
す
い
の
で
す
。
そ
の
社
会
課
題
に
対
し
て
、
最
適
な

テ
ク
ノ
ロ
ジ
を
選
び
最
適
化
・
解
決
し
て
い
く
〝
人
間
本

位
か
つ
市
民
が
真
に
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
（
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｉ
ｃ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｍ
ｉ
ｚ
ｅ
ｄ
　
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
　

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
）
〟
を

社

会

実

装

す
る
こ
と
が
Ｍ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

　
今
ま
で
、
市
民
が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
、
ど
の

よ
う
な
実
証
実
験
を
展
開
し
て
い
た
か
、
事
例
を
挙
げ
ま

す
。
例
え
ば
、
水
害
対
策
と
し
て
、
益
田
市
内
に
張
り
巡
ら

さ
れ
た
用
水
路
の
水
位
を
測
定
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
）
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
数
カ
所
も
の
水
位
を
測
定

し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
元
に
樋
門
を
開
閉
す
る
こ
と
で
水
位

を
調
整
し
て
浸
水
や
冠
水
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。
簡
易
型

水
位
計
は
バ
ッ
テ
リ
ー
で
数
年
間
駆
動
で
き
、
測
定
結
果

は
「
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
（
Ｌ
ｏ
ｗ
　
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ｉ
ｄ
ｅ
　
Ａ

ｒ
ｅ
ａ
）
Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
Ｒ
ａ
」
と
呼
ぶ
無
線
通

信
方
式
で
、
近
く
の
基
地
局
に
送
っ
て
か
ら
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
ク
ラ
ウ
ド
環
境
に
ア
ッ
プ
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
リ
モ
ー
ト
監
視
が
で
き
ま
す

（
図
９
）
。
ま
た
、
益
田
市
の
壮
年
期
の
住
民
は
血
圧
が
高
い

と
い
う
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
能
が
付
い
た

血
圧
計
と
研
究
用
ナ
ト
カ
リ
計
、
活
動
量
計
を
市
民
に
配

布
し
、
毎
日
測
定
し
た
血
圧
デ
ー
タ
や
尿
デ
ー
タ
、
運
動
量

な
ど
を
情
報
収
集
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
個
人
の
健
康

を
見
守
る
仕
組
み
を
導
入
し
ま
し
た
。
収
集
し
た
デ
ー
タ

は
、
血
圧
計
の
次
世
代
開
発
や
医
学
研
究
（
高
血
圧
学
会
）

な
ど
に
も
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
こ
の
健
康
を
見

守
る
仕
組
み
で
、
市
民
が
命
を
落
と
す
よ
う
な
重
大
な
イ

ン
シ
デ
ン
ト
を
回
避
で
き
た
と
い
う
良
い
事
例
も
出
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
市
道
の
保
守
・
管
理
に
向
け
て
、
市
職

員
の
目
視
で
は
な
く
益
田
市
土
木
課
が
所
有
す
る
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
に
カ
メ
ラ
を
含
む
セ
ン
サ
ー
を
31
個
搭
載
し

て
路
面
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
解
析
し
、

自
動
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
実
証
実
験
も
商
用
段
階

に
入
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

都市間連携でデータ共有するスマートシティの未来 

日本の 2025 年問題・2040 年問題・2054 年問題全てが顕在化している

日本の地政学、国土の環境（中山間地域）、四季、過去の自然災害事例などの条件が揃っている

人口 4.6 万人規模のコンパクト・シティが実現されており、地方都市ながら町の機能は大都市並み

前世代の光ファイバが全戸に導入されおり、光インフラの最先端都市へのアップ・グレードが可能→実現済

超高齢化が進んでいる都市

働き盛りの壮年期層に、高血圧症の住民が多い

益田市の財政は潤沢でなく、平成の大合併で島根県一の土地を保有しながらも市役所の職員数が少ない

鳥獣被害（猪、鹿、猿、熊など）がある

市長が「人口拡大」と「産学官連携と都市交流で先端開発都市 MASUDA を実現」したいという明確な政策ビジョンがある

益田スタイルを確立すれば、地方や ASEAN 都市間連携でスケーリングした開発を進められる

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

技術主導型ではなく課題主導型で

データの取扱いに注意（特に個人情報）

都市間連携前提の共通プラットフォームの構築を目指す

低コストを目指す

益田市だけでなく全国・新興国に「出口」（マーケット）を求める

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

出所：令和元年国土交通省ホームページ

益田サイバースマートシティ実行計画

出所：ARCHITECT GD

出所：Omron, ARCHITECT GD

Various Smart 
Sensing Data

(Sensor + Intelligence)

Prediction 
Precaution 
Assistance 
Advice 
Guidance AI

Ecosystems driven by numerous sensor data

Data Fusion
Data from other platform

IoT Service Platform

Gateway

Wide Area Network
・LPWA

Government

Agriculture

Energy

Traffic Security Medical

FactoryHealthcare

Sensor Pressure Temperature Inertial Acoustic Flow

Open APIAnalytics

益田市で MCSCC が意識的に行ったこと

市保有光ケーブルを用いた IoT 基幹インフラの構築によるインフラ維持管理、見守り支援、医療健康支援による

行政コスト削減の実現と魅力的地域の創出

益田市をはじめとする地方都市・地域では実装資金に乏しいため。

・IoT化によるインフラ維持管理コスト削減：20%以上

・行政視点での利便性向上NPS ：50%

・職員一人当たりの域内総生産： 10%以上

目標（2023年）

取組概要

体制

スケジュール

インフラ

維持管理

医療・健康

見守り支援

IoT基幹

インフラ

事業管理責任者
一般社団法人益田サイバースマートシティ

創造協議会（MCSCC)

IoT基幹インフラ整備
益田市、MCSCC

プロジェクト実装
MCSCC

プロジェクト運営
益田市、MCSCC

プロジェクト実施責任者
益田市長

課題ごとにWGを官民で構成し、プロジェクトを推進

※健康・医療分野は一般社団法人益田ヘルスケア推進協議会と連携

小規模河川における水位をリアルタイム監視し、

防災・インフラ維持管理に活用

カメラを実装したパトロールカーによる道路モニタ

リングでデータ収集し、 AI によるデータ分析による

効率的な維持管理

電気柵のセンシングにより鳥獣被害の状況確認と

人手不足解消

タグ等による高齢者の位置情報や、乳幼児のバイ

タルデータ取得により、弱者の見守りを実現

ネットワークに接続した血圧計等を通じたモニタ

リング結果を集約分析することで、健康寿命の延

伸・医療費削減

市営の光ファイバー網とＬＰＷＡ網を組み合わせ

て、低コストでのＩｏＴインフラ運用と、民間活用

による市財政の改善

実装 2022年実装

医療・健康
IoT

基幹インフラ

道路
モニタリング

水位・鳥獣被害

モニタリング
見守り

IoT基幹インフラ
（光ファイバー網

・LPWA）

見守り支援
（老人・幼児見守り）

維持管理
（道路モニタリング）

維持管理
（水位監視）

維持管理
（農地管理）医療・健康
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益
田
市
（
プ
ラ
ン
Ｂ
）
は
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
を
説
明

し
ま
す
（
図
10
）
。
ま
ず
は
益
田
市
の
悩
み
を
市
職
員
向

け
Ｉ
ｏ
Ｔ
教
育
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
調
査
（
リ

サ
ー
チ
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
水
害
と
い
う

悩
み
を
抽
出
で
き
ま
し
た
。
街
中
に
生
活
排
水
と
防
火

用
水
の
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、
樋
門
を

適
切
に
調
整
し
な
い
と
内
水
氾
濫
が
発
生
し
ま
す
。
水

害
は
毎
年
発
生
し
て
お
り
、
実
際
に
市
役
所
に
は
市
民

か
ら
多
く
の
ク
レ
ー
ム
が
来
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
水

害
と
い
う
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
の
時
す
で
に
、
Ａ
Ｇ
Ｄ
社
（
ア
ー
キ
テ
ク
ト
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）
と
オ
ム
ロ
ン
社
、
慶
応
義
塾
大
学
大

学
院
（
Ｋ
Ｍ
Ｄ
）
の
３
社
で
共
同
開
発
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
２
０
１
７
年
に
完
成
し
て
お
り

＊
、
こ
れ
を
流
用
し
ま
し
た
。
気
圧
セ
ン
サ
ー
と
Ｌ
Ｐ

Ｗ
Ａ
対
応
の
通
信
機
能
を
統
合
し
、
簡
易
型
水
位
計
に

最
適
化
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
筐
体
を
３
カ
月
程
度

で
開
発
し
、
そ
の
後
、
Ａ
Ｇ
Ｄ
社
と
オ
ム
ロ
ン
社
、
島
根

県
内
企
業
、
益
田
市
下
水
道
課
と
４
者
共
同
で
実
証
実

験
に
着
手
し
ま
し
た
。
す
で
に
、
本
実
証
実
験
は
完
了

し
、
現
在
も
簡
易
型
水
位
計
は
益
田
市
内
で
稼
働
し
て

い
ま
す
。

　
長
崎
市
（
プ
ラ
ン
Ａ
）
で
は
、
な
か
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
ら
れ
な
か
っ
た
一
方
で
、
益
田
市
で
は
順
調

に
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。
こ
の
違
い
は
何
か
と
い

う
と
、
長
崎
市
は
人
口
が
当
時
約
40
万
人
弱
で
、
全
国

的
に
み
れ
ば
大
都
市
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
抱
え
て
い
る

課
題
が
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
を
的
確
に
抽
出
す
る
の

が
難
し
く
、
一
方
の
益
田
市
は
人
口
が
４
万
５
千
人
強

と
少
な
い
た
め
、
比
較
的
簡
単
に
課
題
を
抽
出
で
き
ま

し
た
。
こ
の
く
ら
い
の
規
模
の
地
方
都
市
か
ら
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
技
術
を
使
っ
た
課
題
解
決
型
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を

益
田
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
組
成
と
具
体
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
手
法

半
導
体
開
発
ノ
ウ
ハ
ウ
を
応
用
し
た

世
界
初
益
田
市
の
ス
マ
ー
ト
テ
ィ

中小企業の情報セキュリティ対策

　
Ｍ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
な
ぜ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
実
装
す

る
最
初
の
場
所
と
し
て
益
田
市
を
選
び
、
そ
し
て
な
ぜ

成
功
へ
と
導
け
た
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
（
図
11
）
。

　
筆
者
は
半
導
体
製
造
会
社
出
身
者
で
あ
り
、
益
田
市

の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
半
導
体
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組

み
込
み
込
ん
だ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
２
枚
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
図
12
）
。

１
枚
は
東
京
の
街
並
み
を
空
か
ら
撮
影
し
た
写
真
で
、

も
う
１
枚
は
、
最
先
端
の
半
導
体
プ
ロ
セ
ス
技
術
で
製

造
し
た
パ
ソ
コ
ン
向
け
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
チ
ッ

プ
写
真
で
す
。
両
者
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
読
者

の
皆
さ
ん
に
は
ど
の
よ
う
に
見
え
る
で
し
ょ
う
か
。
さ

し
ず
め
、
永
田
町
や
霞
が
関
の
辺
り
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ
（
Ｃ
ｅ
ｎ

ｔ
ｒ
ａ
ｌ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
）
、

Ｇ
Ｐ
Ｕ
（
Ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
ｓ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
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図10　プランA長崎市とプランB益田市のヒストリー

図11　MCSCCはプロジェクトは何故、成功したのか?（民間主導で自治体連携型)

図12　サイバースマートシティは『半導体出身者』が創るべき

構
築
す
る
の
が
現
実
的
な
の
で
す
。

　
実
際
に
益
田
市
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
構
築
に

携
わ
っ
て
い
る
と
、
大
都
市
と
地
方
都
市
の
課
題
に

大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
益

都市間連携でデータ共有するスマートシティの未来 

田
市
が
抱
え
て
い
る
課
題
と
し
て
は
ま
ず
、
市
内
中
心
部

の
水
害
が
あ
り
、
そ
の
次
に
鳥
獣
害
や
高
齢
者
対
策
な
ど

が
続
き
ま
す
。
し
か
も
高
齢
者
対
策
の
中
身
は
大
き
く
違

い
ま
す
。
大
都
市
で
は
高
齢
者
が
ギ
ュ
ッ
と
集
ま
っ
て
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
的
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
益
田
市
で
は

枝
葉
の
よ
う
に
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
離
れ
て
暮
ら
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
う
し
た
高
齢
者
を
行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

い
か
に
ケ
ア
す
る
の
か
が
、
地
方
都
市
に
特
有
の
課
題
と

言
え
ま
す
。
さ
ら
に
人
口
減
少
に
つ
い
て
は
、
ま
ば
ら
に

住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
ど
う
や
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

地
方
都
市
に
共
通
し
た
課
題
で
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
一

つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
、
益
田
市
は
大
都
市
型
で

は
な
く
「
地
方
都
市
型
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
旗
手
」
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
現
在
、
日
本
の
農
村
（
漁
村
も
同
じ
）
で
は
、
人
手
不
足

が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
に

は
ス
マ
ー
ト
農
業
だ
け
で
な
く
、
地
域
そ
の
も
の
、
つ
ま

り
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が

や
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
現
在
の
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
あ
る

地
区
や
特
定
の
農
場
に
特
化
し
て
ス
マ
ー
ト
化
す
る
も
の

か
ら
抜
け
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
都
市
ご
と
に
ス
マ
ー

ト
化
す
る
取
り
組
み
と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
こ
の
手
法
で

は
効
率
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
的
に
は
、
様
々
な
と
こ

ろ
で
利
用
し
て
い
る
仕
組
み
に
乗
っ
か
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
ス
マ
ー
ト
農
業
も
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
も
コ
ス
ト
高
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
農
村
の
人
た
ち
が
最
も
悩

ん
で
い
る
鳥
獣
害
に
つ
い
て
も
、
現
時
点
で
十
分
な
お
金
を

つ
ぎ
込
め
て
い
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
国
か

ら
の
補
助
金
が
付
い
て
高
価
な
対
策
シ
ス
テ
ム
が
導
入
で

き
た
と
し
て
も
、
補
助
金
が
な
く
な
れ
ば
一
切
使
わ
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
中
山
間
地
域
に
人
が
住
ま
な
く
な
れ

ば
害
獣
が
町
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
ど

う
や
っ
て
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
の
か
。
こ
れ
が
ス
マ
ー
ト
農

業
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
開
発
し
て
導
入
す
る
上
で
大
き

な
課
題
に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　ｎ
ｇ
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
）
コ
ア
で
あ
り
、
メ
モ
リ
ア
ル
な
皇
居
は

メ
モ
リ
、
東
京
駅
は
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
要
で
あ

り
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
回
路
、
周
辺
の
街
は
様
々
な
機
能
を

実
現
す
る
Ｄ
Ｓ
Ｐ
（
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
ａ
ｌ
　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
ｒ
）
や
ア
ナ
ロ
グ
回
路
、
周
辺
処
理
回

路
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
街
を
結
ぶ
道
路
は
信
号
配
線
の

役
割
を
担
い
、
道
路
を
行
き
来
す
る
ク
ル
マ
や
人
間
は
電
子

の
流
れ
に
例
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
誰
に
で

も
、
こ
う
見
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
筆
者
の
目
に
２

枚
の
写
真
が
同
じ
く
映
る
の
は
、
過
去
に
半
導
体
チ
ッ
プ
の

設
計
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
筆
者
は
米
国
の
半
導
体
メ
ー
カ
に
就
職

し
、
日
本
国
内
で
様
々
な
半
導
体
チ
ッ
プ
の
設
計
を
手
掛
け

ま
し
た
。
顧
客
（
電
子
機
器
メ
ー
カ
）
の
要
望
を
事
細
か
く

聞
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
機
能
を
小
さ
な
シ
リ
コ
ン
・
チ
ッ

プ
の
上
に
作
り
込
み
ま
す
。
実
際
に
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
や
オ

フ
ィ
ス
機
器
、
デ
ジ
タ
ル
・
カ
メ
ラ
な
ど
、
電
子
機
器

の
中
枢
を
担
う
特
定
顧
客
向
け
半
導
体
チ
ッ
プ
の
一

種
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
（
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　

Ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ
　

Ｃ
ｉ
ｒ
ｃ
ｕ
ｉ
ｔ
）
を
数
多
く
開
発
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
経
験
を
積
ん
だ
た
め
か
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
出

会
っ
た
と
き
、
す
ぐ
に
市
民
視
点
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

開
発
目
的
と
実
装
作
業
は
、
半
導
体
チ
ッ
プ
の
そ
れ
ら

と
共
通
項
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
共
通
項
は

大
き
く
分
け
る
と
３
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
「
階
層
化
設
計
手
法
」
で
す
。
現
在
半
導
体

チ
ッ
プ
で
は
、
設
計
の
初
期
段
階
に
お
い
て
「
フ
ロ
ア
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
呼
ぶ
作
業
を
実
行
す
る
の
が
一
般
的

で
す
。
こ
れ
は
半
導
体
チ
ッ
プ
に
集
積
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
機
能
を
洗
い
出
し
、
そ
の
機
能
を
実
現
す
る
回

路
ブ
ロ
ッ
ク
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
無
駄
な
く
配
置
す

る
作
業
で
す
。
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
で
、
演
算
処
理
性

能
や
コ
ス
ト
（
半
導
体
チ
ッ
プ
面
積
）
な
ど
を
最
適
化
出

来
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
も
ま
ず
は
、
行
政
や
住
民
の

課
題
や
要
望
、
悩
み
な
ど
を
聞
き
取
る
こ
と
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
実
装
す
べ
き
機
能

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
）
を
抽
出
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
紙

の
上
で
、
街
の
ど
の
場
所
に
配
置
す
る
か
を
決
め
ま

す
。
ま
さ
し
く
前
述
の
フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
作
業

そ
の
も
の
で
す
。
こ
れ
を
忠
実
に
実
行
し
な
け
れ
ば
、

各
機
能
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
）
の
性
能
や
コ
ス
ト
を
最

適
化
で
き
ま
せ
ん
。

　
２
つ
目
は
「
規
模
の
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
手
法
」
で
す
。
一

般
に
半
導
体
チ
ッ
プ
で
は
、
集
積
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
・
ゲ
ー
ト
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
設
計
難
易

度
が
高
く
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
あ
る
ゲ
ー
ト
数
を
超

え
る
と
格
段
に
設
計
難
易
度
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の

ゲ
ー
ト
数
は
、
筆
者
の
経
験
で
は
５
万
ゲ
ー
ト
（
１

ゲ
ー
ト

≠

１
人

≠

５
万
人
益
田
市
規
模
10
万
ゲ
ー
ト
、

50
万
ゲ
ー
ト
、
１
０
０
万
ゲ
ー
ト
、
５
０
０
万
ゲ
ー
ト
で
す
。

実
際
に
、
こ
う
し
た
ゲ
ー
ト
数
の
半
導
体
チ
ッ
プ
の
設
計
で

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
実
装
す
る
最
初
の
場
所
と
し
て
、
比
較

的
人
口
が
少
な
い
街
を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
方
が
実
装
の
難

易
度
を
低
く
抑
え
ら
れ
、
実
装
時
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
把
握
で

き
、
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
が
少
な
い
と
考
え
た

か
ら
で
す
。
そ
こ
で
当
時
人
口
が
４
万
５
千
人
弱
と
比
較
的

少
な
い
益
田
市
を
選
び
ま
し
た
。

　
３
つ
目
は
「
Ｉ
Ｐ
コ
ア
の
利
用
」
で
す
。
Ｉ
Ｐ
コ
ア
と
は
、

知
的
財
産
権
（
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ

ｅ
ｒ
ｔ
ｙ
）
を
盛
り
込
ん
だ
回
路
ブ
ロ
ッ
ク
の
こ
と
で
す
。

半
導
体
チ
ッ
プ
で
は
、
顧
客
が
必
要
と
す
る
機
能
を
抽
出

し
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
実
現
す
る
Ｉ
Ｐ
コ
ア
を
複
数
個
組
み

合
わ
せ
て
設
計
し
ま
す
。
Ｉ
Ｐ
コ
ア
は
、
新
規
に
開
発
す
る

も
の
だ
け
で
な
く
、
従
来
開
発
し
た
も
の
や
、
外
部
企
業
か

ら
購
入
し
た
も
の
を
使
い
ま
す
。
性
能
や
回
路
面
積
、
開
発

期
間
、
購
入
費
な
ど
を
比
較
し
て
最
適
な
も
の
を
選
択
し
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
装
作
業
も
、
基
本
的
に
同
じ
手

続
き
を
踏
み
ま
す
。
最
初
に
、
行
政
や
住
民
に
話
を
聞
い
て

課
題
や
要
望
な
ど
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
機
能
を
Ｉ

Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
実
装
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
新
規
に
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
や
、
従
来
開
発
し

た
も
の
、
外
部
の
企
業
か
ら
購
入
す
る
も
の
が
あ
り
、
性
能

や
開
発
期
間
、
購
入
費
な
ど
を
比
較
し
て
最
適
な
も
の
を
実

装
し
ま
す
。
つ
ま
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
Ｉ
Ｐ
コ
ア
と
言
い

換
え
れ
ば
、
半
導
体
チ
ッ
プ
の
設
計
と
ま
っ
た
く
同
じ
に
な

る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
筆
者
は
、
半
導
体
チ
ッ
プ
と
設
計
作
業
と
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
装
作
業
の
共
通
項
を
見
出
し
て
半
導

体
チ
ッ
プ
の
設
計
業
務
で
蓄
え
た
経
験
や
知
見
を
活
か
す

形
で
、
益
田
市
を
選
択
し
、
そ
の
地
に
複
数
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
と
連
動
す
る
半
導
体
・
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
実
装
し
ま
し

た
（
図
13
）
。
こ
れ
が
益
田
市
を
選
ん
だ
理
由
で
あ
り
、
成
功

に
導
い
た
理
由
で
す
。
筆
者
は
、
過
去
に
米
国
シ
ン
ク
タ
ン

ク
企
業
で
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
（
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
　
Ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
　
Ｉ

ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
」
と
い
う
技
術
用
語
を
作
り
、
世

の
中
に
広
め
ま
し
た
。
ま
さ
に
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
協
調

性
と
総
合
力
で
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
が
日
本
の
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

プラン A 長崎市　　　　　 プラン B 益田市　

人口

406,757 人→399,142 人　　

人口

45,265 人→43,318 人　　Physical Cyber

日本国は半導体産業を再興

出所：国際航業 , テカナリエ ,MCSCC

既に、半導体チップ内部に構成されているデジタルサイバースマートシティ

System
デジタルツイン

スマシ開発は『半導体エンジニア』の知識が生かせる新しいフィールド

出所：MCSCC

雇用縮小、生産年齢人口減少、高齢化、インフラ劣化、財政難など、

『縮退する地方都市』が抱えうる課題の先進地域であった

デバイスは数万円から導入でき、現在は LTE で対応しているが
将来は独自 LPWA など自営センサーネットワークな最適な安価
な通信で構築可能

課題ドリブン型のスマートサービスの展開

民間での活動をベースとした官民連携でのリーダーシップが
発揮可能な組織の編成

ルーラル型スマートシティ実現ための地域課題抽出

国内での横展開、海外展開（ASEAN）に向けた取組みが進行中

背景・課題

結果

コスト

導入ソリューション

KSF(1)

KSF(2)

KSF(3)

地域特有の課題を解決するため、技術オリエンテッドでないアプローチを実施した

自治体に 11 回にわたって IoT 研修を行い、アンケートをとり、市民からのクレー

ムが何か、現状の課題が何か、益田市にとって何が必要かを調査した

導入コスト低減による持続可能な運営

地方都市での成立できることを前提として、最先端の技術を用いたグローバルに対

応出来る無線通信半導体を開発採用しつつ安価に通信インフラ導入できるように

している

任意団体の活動をベースとして、自治体の首長からの声かけにより各取組をコー

ディネートする公的組織（MCSCC）を整備

●

●

●

●

≠



都市間連携でデータ共有するスマートシティの未来 

　
Ｍ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
経
済
産
業
省
の
令
和
３
年
「
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
の
海
外
展
開
に
向
け
た
事
業
実
施
可
能

性
調
査
事
業
委
託
」
に
採
択
さ
れ
、
海
外
へ
の
移
植
も

並
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
益
田
市
へ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
組
成
同
様
に
、
な
ぜ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
の
か

と
質
問
を
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
高

度
成
長
期
に
入
り
、
日
本
経
済
規
模
を
超
え
、
最
新
の

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
移
植
す
る
仕
組
み
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
の
「
益

田
ス
タ
イ
ル
」
。
し
か
し
、
大
気
汚
染
な
ど
大
き
な
悩
み

を
抱
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に

対
す
る
要
求
が
か
な
り
異
な
り
ま
す
。
最
大
の
関
心
事

は
ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
で
す
。
具
体
的
に
は
、
太
陽
光
発

電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
Ｖ

Ｐ
Ｐ
（
Ｖ
ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ
　
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ

ｔ
）
で
の
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
、
２
／
３
／
４

輪
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
と
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
す
る
仕
組
み
を
求
め
て
い
ま
す
（
図
14
）
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
ま
だ
ま
だ
新
興
国
で
あ
り
、
日
本
に
比
べ
る

と
生
活
水
準
が
低
い
街
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
観
光
地

バ
リ
島
な
ど
は
世
界
水
準
に
あ
り
、
か
な
り
裕
福
な
リ

ゾ
ー
ト
都
市
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
都
市

に
住
む
富
裕
層
は
、
世
界
で
も
最
先
端
ク
ラ
ス
に
あ
る

日
本
ク
オ
リ
テ
ィ
の
医
療
を
受
け
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
益
田
市
で
実
証
実
験
中
の
リ

モ
ー
ト
医
療
診
断
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
仕
組
み
を
移
植

す
る
こ
と
に
高
い
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
地
震
や
津
波
、
水
害
な

ど
の
自
然
災
害
が
多
い
場
所
で
す
。
激
し
い
雨
が
降
れ

ば
、
す
ぐ
に
都
市
部
が
浸
水
や
冠
水
に
至
る
た
め
、
益

田
市
で
利
用
し
て
い
る
簡
易
水
位
計
の
仕
組
み
を
移

植
で
き
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
環
境
適
合
型
ク
リ
ー

ン
テ
ッ
ク
を
軸
に
、
益
田
ス
タ
イ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る

と
い
う
図
式
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
図
式
は
、
な
か

な
か
日
本
の
地
方
都
市
で
は
実
行
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
は
、
日
本
に
お
け
る
益

「
益
田
ス
タ
イ
ル
」
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
も
移
植

田
市
と
同
様
に
、
環
境
適
合
型
ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
＋

ヘ
ル
ス
ケ
ア
＋
防
災
を
組
み
合
わ
せ
た
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
新
し
い
実
証
実
験
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
日
本
が
世
界
に
先
行
し
て
突

き
進
ん
で
い
る
超
高
齢
化
社
会
。
い
ず
れ
世
界
も
こ

の
課
題
に
向
き
合
う
と
き
が
来
ま
す
。
さ
ら
に
世
界

は
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
に
よ
る
気
象
災
害
の
増

加
と
い
う
新
し
い
課
題
に
も
対
処
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展

開
で
き
る
の
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こ
と
を
益
田
市
で
証
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
国
家
の

未
来
戦
略
に
組
み
込
ん
で
頂
き
た
い
。
そ
し
て
、
益

田
市
と
い
う
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
で
生
ま
れ
た
仕
組
み

を
、
日
本
の
地
方
都
市
だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

な
ど
の
新
興
国
に
も
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

Ｍ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
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崎
禎
久
）

図13　半導体/MEMSはスマシに全て繋がり、融合セグメントはデータ市場で超有望

図14　バリ島BEVモビリティ特区はデジタルデータ社会の具現化
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